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１．高速増殖原型炉「もんじゅ」

　２００１・２００２年度設備点検が２００１年９月８日より
継続実施されている。この期間中，主なものとし
て放射線管理設備エリアモニタ点検（２００１年分），１
次ナトリウム充てんドレン系主要弁（Ａループ）
点検，１次アルゴンガス系圧縮機（Ｂ）点検が終
了した。
　ナトリウム漏えい対策に係る原子炉設置変更許
可申請に対しては，原子力安全・保安院で審査が
継続しているが，２００１年１２月１１日に原子力安全・
保安院より蒸気発生器計装等の設置許可申請書に
おける記載を一層明確化することが求められたた
め，２００１年１２月１３日，原子炉設置変更許可申請書
本文及び添付書類の一部補正申請を行った。
　温度計交換及び過熱器入口分配管等の復旧に係
る設計及び工事の方法の認可申請に対して，審査
が継続されている。
　安全性総点検指摘事項については，ナトリウム
漏えい対策設備の改善，品質保証体系・活動の改
善について，原子力安全・保安院に継続して説明
を行っている。
　福井県においては，「もんじゅ安全性調査検討専
門委員会」が２００１年８月に設置され，本期間中，
第５回委員会が２００２年２月１３日に，第６回委員会
が３月２５日に，それぞれ敦賀市で開催された。
　地域の皆様にサイクル機構の業務や原子力の安
全性，必要性等について理解していただくことを
目的に「さいくるミーティング」を継続して実施
している。

２．原型炉技術の総合評価と高度化技術開発

　「もんじゅ」の成果を高速増殖炉の実用化に反映
するため，原型炉技術の総合評価と高度化技術開
発を進めている。
　原型炉技術の総合評価は，「もんじゅ」性能試験

等のデータに基づき，炉心，プラント設備機器等
の性能・機能を総合的に評価し，「もんじゅ」技術
の妥当性を評価するものである。プラントトリッ
プ時の蒸気発生器入口給水管板の熱過渡評価を行
い，ホットショック，コールドショックのいずれ
の場合も熱応力は問題のないことが確認された。
また，運転再開後のプラントの健全性，信頼性，
安全性を確認するため，技術体系の整理，設計手
法の整理等を継続実施するとともに，過去１０年来
構築してきた運転情報，設計情報等のデータベー
スをより汎用化するため，それらを統合化する検
討を進めており，設計情報の統合化，検索ツール
の作成を完成し，社内運用に向けた準備を進めた。
　被ばく低減化対策を目的とした放射性物質の評
価・抑制法の検討については，高速炉線量当量率
可視化システムに核分裂生成物（FP）の放出・移
行挙動の計算機能を追加するため，SAFIREコード
の組込作業と入力データの整備を継続した。
　ナトリウム関連技術の高度化については，プラ
ント主要系統機器のクリープ疲労損傷評価を行う
構造健全性モニタリングシステムの開発を進めて
おり，２０００年度末よりプロトタイプシステムの試
験運用を開始した。現在，地震荷重評価などの評
価機能向上のため内部検討を進めている。
　運転・保守技術の高度化については，動特性解
析コードS‐COPDを用いて「もんじゅ」の総合機
能試験における１次主冷却流量制御評価を終了し
たが，実機で見られた制御系の振幅や周期より小
さい結果が得られたため，解析モデルを見直し再
現解析を行っている。
　「もんじゅ」制御棒の長寿命化については，ダブ
ルポーラスプラグ（多孔質金属製端）型ピンのナ
トリウム中特性試験を行い，ナトリウムの充てん
性，プレナム形成及びドレン性に関するデータが
得られた。また，シュラウド管試作を行い，製造
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高速増殖原型炉「もんじゅ」の研究開発
－高速増殖炉サイクルの研究開発－
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評価手法の高度化に関する研究，④高出力ミリ波
セラミックス焼結法による制御棒材の改良と長寿
命化）を進めた。

４．教育訓練

　運転員，保守員の教育訓練を目的に，もんじゅ
シミュレータによる教育・訓練，FBRサイクル総
合研修施設を用いたナトリウム取扱研修及び保守
研修を計画通り進めたほか，CEAナトリウム学校
との情報交換会議に参加し，FBRサイクル総合研
修施設での研修状況，研修成果，今後の予定につ
いての発表と情報交換を行った。また，CEAナト
リウム学校の講師によるナトリウム取扱技術に関
する特別講義を行った。
　「常陽」メンテナンス建物火災事故の水平展開の
一環として，大洗工学センターで原因究明に当た
った職員を講師に招き，特別講座を開催した。

（敦賀本部）

技術の見通しを得た。
　国際的に開かれた共同研究の場として「もんじ
ゅ」における研究開発を推進するため，海外より
招へいした研究者（１２月に１名が帰国し，現在３
名）とともに研究開発を継続して行っている。

３．外部機関との研究協力

　高速増殖炉で使用されるセラミックス材料の照
射損傷メカニズムの解明に資するデータ取得を目
的に，B4Cペレットのイオン照射実験による中性
子照射時の組織損傷の再現を試みるための基礎研
究を若狭湾エネルギー研究センターに委託し，加
速器によるB4CペレットのHeイオン照射を終了し
た。
　福井大学と４件の共同研究（①蒸気発生器ヘリ
カルコイル内気液二層流の多次元解析，②高温環
境下の長寿命疲労強度特性の解明に向けた疲労試
験装置の開発，③FBRプラントにおけるき裂進展


